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はじめに
昨春、創設時より長年お世話になった法政大学人間環境学部を去るにあたって、
「共に旅する人間環境学　－夢は地域を駆けめぐる－」と題した最終講義をさせ
ていただいた。広報する上で演題が必要といわれ即席につけたものであったが、
真っ先に頭に浮かんだのは「共に」という言葉であった。人間環境学を学ぶ者とっ
て最も大事なものだと常に思っていたからである。事象の全てが繋がっていると
いうのが環境問題を理解する基本的なキーであり、また、各人が固有の専門活動
分野を持ちながら互いに協力しあって総合的に問題に対処あるいは探求の「旅」
をするというのが、本学部の特色であると思っていたからである。人間環境学部
は、「持続可能な社会の構築をめざして」という明確な理念・方向性をもった目
的的な学部である。いわば、人類的、地球的な環境意識の高まりの中で、ビジョ
ンとしての「夢」をしっかり抱いている学部であるといってよい。
江戸東京の重要な河川、神田川は、わが市ヶ谷キャンパス前の外濠につながっ
ている。川をわずかに遡ると、都心では珍しく深山の中の渓流といった趣が残っ
ており、史跡・関口芭蕉庵がある。学生達とミニフィールド学習で度々歩いた場
所である。この松尾芭蕉の辞世の句とも言われる「旅に病みて夢は枯野を駆けめ
ぐる」の後半を借りて、私自身まだまだ鞭打って勉学の旅を続けるべきとの意を
込め、今後とも地域を駆けめぐっていく決意を示させていただいた。
2018 年春　最終講義 概要
共に旅する人間環境学 
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地域フィールドスタディ
人間環境学部の特色の一つは、1999 年の設立当初からフィールドスタディを
正規授業科目としてカリキュラムの柱にとり入れてきたことである。多様なコー
スメニューをもち、当時としては、日本の大学の中ではとても珍しかったといえ
る。専門分野の異なる学部専任教員それぞれが、一人ないし複数でコースを自主
的に企画し実施を担当したのも大きな特徴で、今日に至るまでずっと発展を続け
ている。環境の学習には、現場に赴き現場から学ぶことが大事であるという考え
から出発したものである。
その中で、私自身は、以前から少々関係のあった長野県飯田市と青森県大畑町
の現場を担当することになり、ペアを組んだ教員と一緒に、社会人を含む学生達
と現地に出かけフィールドスタディに当たらせていただいた。南信州の飯田市は、
10 万人の人口規模を持つ地方中核都市で、賑やかな市街から過疎部までを含む
バラエティ豊かなまちである。民俗学研究の宝庫ともいえる豊かな文化の残る地
域で、また、近年は環境分野において先駆的な施策を進めているモデル都市でも
ある。夏の人形劇フェスタに合わせ、伝統芸能に造詣の深い教員をはじめとする
専任教員と共同して企画し、毎回大人数で参加。地域行事の中に入り込み、楽し
みながら参加型の学習をすることができた。後者、下北半島の大畑町（現在、む
つ市の一部）は、人口 1 万人に満たない森に囲まれたコンパクトなまちで、青森
県内でも屈指の大きな漁港を持っている。森林と川や海の関係性、そこでの人々
の暮らしや文化、環境共生を学ぶには格好の場所である。サステイナブル・コミュ
ニティを標榜する地元発の NPO も存在、彼らは自分達で町の正規のマスタープ
ランを作ったり、河川法や海岸法の改正を先取りするような全国にも影響を与え
た社会実験を大いに実施したりしていた。本州北端の辺境ではあるが世界と繋が
る先進的な要素を兼ね備えた不思議な地域であった。（注 1）
フィールドスタディを実施した両地域において、参加学生達がそこで住民と直
に接することによって得られたものは、学生一人ひとりに対しとても大きなイン
パクトを持っていたと推測することは難くない。修了後に提出されたレポート内
容や熱のこもった感想、あるいは、その後の自主的な活動や選んだ進路などを長
年にわたり見続けているとそう確信せざるを得ない。
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一方、世界に眼を向け地球環境問題を肌で感じとり考えるために、中国陝西省
や内蒙古自治区を中心として砂漠化とその対応を主要テーマに、現地作業を含む
フィールドスタディを定期的に実施することもできた。幸い、黄河流域各省の有
力者により結成され同地域の発展を目的としていた中国 NGO の知人の協力もあ
り、中国語を教授し中国の文化等を知悉している専任教員をはじめ複数の教員で
共同して企画し実施することができたものである。これまでで 8 回実施し、同行
した学生は延べ 200 人を大きく超えている。
何らかの形で現場との関係を直接的に持つことそのものが、若い学生たちの身
体の奥深くに沁み込み、一生忘れない一つの芯を形成する。私個人としても、自
身が学生時代や若い頃に味わったことを、次代を担う学生たちと楽しみながら共
有したかったというのが、フィールドスタディへの心情であった。
これら正規フィールドスタディ科目のほか、日常の授業やゼミナールなどでも
学生たちに地元のフィールド調査を勧め、いつも驚くべき事実を学生たちは発見
し持ってきてくれた。みず、みどり、まち、くらし、なりわい等々、地域環境に
関わる調査対象は数限りなく、時間のない学生には大学キャンパスそのものを対
象にフィールド調査を勧めたこともあった。かつて大正から昭和にかけ「生活学」
を提唱した今和次郎は、身近な「考現学」を推奨し、また、戦前から戦後にかけ
日本国中をくまなく足で歩き回った宮本常一は、汗の匂いのする膨大な調査記録
や著作を残したが、私もそれら大先達に少しでもあやかりたいと常々思っていた。
（注 1）  長野県飯田市および青森県大畑町については、小島聡 / 西城戸誠編著
『フィールドから考える地域環境 －持続可能な地域社会をめざして－』（ミ
ネルヴァ書房）に詳しい。
実践的地域研究の例
最終講義では、前もって学部事務職員の方が親切にも密かに作ってくれた講義
のポスターに、たまたま描かれていた水車と砂漠の二つを具体例として取り上げ、
将来にわたり考えていくべき問題の提起をしてみた。両者とも環境問題では重要
な水と関連ある題材で、興味を持って長く現地調査等をしてきたものである。
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（水車と地域）
フィールドスタディには、いうまでもなくテーマが必要である。ここで挙げる
例としての水車は、都市においても田舎においても地域の特性や歴史を知ること
のできる一つのおもしろいテーマである。
かつて広く各地で使われていた水車は、水の流れや位置エネルギーを、回転動
力等の機械的なエネルギーに変換する装置である。用途として、動力を精米や製粉
など各種の仕事に使う動力水車と、農業灌漑用など水を汲み上げる仕事に使う揚
水水車に大別される。中世から近代初期まで動力といえば、人力か畜力、あるいは
風力か水力しかなく、その中で水力はとりわけ強力で重要な動力装置であった。
水力で得られた動力である機械的動作は、その場でのみ直接使用されるもので
ある。いいかえれば、水車動力を使用する業の多くは動力源立地である。そして、
それは地域の産業の一部であり、地域の社会経済と深く結びついている。したがっ
て、水車は、地域における水流という自然と、社会経済の空間的な接点に当たる
ものであるとみなすことができる。
繰り返し言えば、水車は水流に依存し、同動力利用の産業は水車立地に依存す
る。すなわち、水車は、フットルースではない地産池消の動力装置である。これ
は、その後に出現した蒸気機関や内燃機関、あるいは電動機などと比較し、動力
と動力利用産業の両方の立地自由度において全く違う点である。つまり、水車は、
立地上、地域の広域地形や微地形、そして広域気象や微気象という固有の自然と
必然的に関連しており、地場の産業ひいては地域の文化や経済と深い関係を持つ
ものである。一箇所に沢山の水車を設けるわけにはいかず、傾斜や水量を無視し
て大規模なものを造るわけにもいかない。水車時代の産業立地には、自然条件か
ら生れたある種の自制があり、またその希少な動力源を最大限確保し活用するた
めのさまざまな知恵もみられていた。用水という人工的な流路により立地条件が
若干自由になることはあっても、基本的には地域の地形や気象に左右されていた
ことはいうまでもない。
このような基本認識を持ちつつ、各地における動力水車の痕跡を尋ねてみた。
兵庫県灘地域は清酒の製造で有名である。江戸中期における灘酒造業の台頭は、
同地域に出る良質の水、大阪平野や兵庫平野からの原料米の供給、近郷での酒造
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職人の存在といった好条件がそろっていたのが発展の基礎であるが、競争優位の
決め手は水車動力源である六甲山系からの豊富な水量と大きな勾配のある急流の
存在であった。同時期における江戸での清酒需要の拡大が、それまでの清酒産地
であった伊丹の足踏み式の人力精米では間に合わず、幕府の米価引き上げを目的
とした勝手造り令という酒造制限撤廃にもあずかって、水車動力の豊富な灘地域
に移ってきたものである。これが現在に続く灘酒造業の集積である。
東大阪市にはものづくり型中小企業の集積があり、現在では航空宇宙の部品な
ども手がける程のハイテク産業地域となっている。淵源の一つは、生駒山系から
の 7 つを越える渓流を利用した数多くの水車の存在であった。江戸時代から、胡
粉（おしろい）製造や薬種（和漢薬品）加工、綿実油絞り、綿繰りなどに水車が
使われ、明治 20 年代以降は京都からもたらされた技術による金属加工、なかん
ずく伸銅業（銅板や真鍮板の製造）、のちに伸線業（針金の製造）が水車動力に
より盛んになる。現在も少数ながら渓流の傍で針金工場が操業しているのを見る
ことができる。
かつて日本の輸出産業としては生糸が主力であったが、古く江戸期からの輸出
産業に陶磁器があった。これら産物も水車動力と深い関係にある。例えば、肥前
地域の有田焼はその一つであるが、磁器の原料となる陶土生産に水車が欠かせな
かった。それを担ったのが塩田川水系の水車陶業である。天草で採れる陶石が、
干満差の大きな有明海の潮汐と感潮河川である塩田川の自然動力によって塩田津
の川湊に運ばれ、同河川の上中流部において水車動力による杵で細粉にされる。
これが山道を運ばれ有田の窯に行き、最終製品となる仕組みであった。かつては
伊万里の港から出荷されていた。この窯業クラスター成立の中心的な要素の一つ
がやはり塩田川水流の存在による動力であったのである。現在は電動機に変わっ
ているが、同河川沿いには複数の陶土工場が今も操業している。
このように、水車と地場産業というテーマを携えて各地を歩いてみると、日本
経済や地域産業のルーツがいくつか見えてきておもしろいものである。群馬県桐
生や長野県岡谷の絹産業などの初期立地要因としての水車も興味深い。東京都内
においても、黎明期の製紙産業は北区王子の地に存在した水流による水車動力に
よりもたらされたものであり、江戸名所図会で有名な淀橋水車のあった神田川と
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青梅街道の交差点近辺には穀物製粉をはじめ食品クラスターが成立していた。そ
れぞれ、現在でも物理的な遺構や、産業連関的な系譜を持った製造業などの姿が
残っている。（注 2）
同様なテーマで、世界を歩いてみるのも興味深い。英国には、ロバート・オー
ウェンで有名なクライド川を利用したニューラナークの紡績工場や、コッツウォ
ルド丘陵の数多くの毛織物工場など、産業革命以前の産業地域には水車の立地が
大きな要因となっていたことのよく判る場所がいくつも残っている。ヨーロッパ
大陸にも水車淵源の産業都市は多い。壮大なのは米国である。アパラチア山脈の
東、米国北東部の滝線上に成立した往時の工業都市、ローウェル、マンチェスター、
ウォルサム、コホーズなどは、瀑布状の強力な水流を利用した大型水車による紡
織工場等の集積で、米国の初期産業資本蓄積の大きな源泉の一つともなった地域
である。
法政大学エコ地域デザイン研究センターに属し、一部文科省の助成も得て、教
員や大学院生達ともこれらいくつかの水力都市の現地調査を行った。あらためて
確認できたことの一つは、近代初期までの産業都市は、日本でも諸外国でも、内
陸部が中心であったということである。これが、化石燃料による動力の出現から
立地が自由になり、また、電力という革新的技術も出現し、どちらかというと大
型物流に便利な海岸部に移動していった。地域に固有に賦存する自然のポテン
シャルに無関係な形で立地産業が肥大化していったのが現代の特徴であるともい
えよう。化石燃料の消費に限界がみえつつある 21 世紀の時代に、産業をはじめ
とする人間の活動を国土利用の中でどのようなパースペクティブを持って描くか
はこれからの大きな課題である。
（注 2） 国内ほかの水車と地域の関係については、『水都学Ⅳ』、『同Ⅴ』（ともに
法政大学出版局発行）に詳しい。
（黄河流域で砂漠化問題を学ぶ）
文明発祥の地、広大な黄河流域は、中国のみならずアジア全体の将来を考える
上で、重要な地域である。とりわけ地球環境問題において、同地域の砂漠化拡大
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とその防止への努力は、グローバルな観点での大きなイシューである。
私自身は、1997 年の第 1 回以降、研究者仲間と黄土高原各地を度々訪れる機
会を得た。後に、2004 年からは人間環境学部のフィールドスタディ先として、
学生達と共に、同行の教員と一緒に継続的に赴いたのは先述の通りである。
90 年代後半、黄河では断流、つまり、水が流れない現象が頻発し話題を呼んだ。
70 年代初頭から始まった中下流部での断流現象は、90 年代に至って規模、日数
ともに拡大し、97 年に至っては、過去最長の 226 日間、700km にも達した。そ
の後、国家による水管理の強化により黄河本流での断流は見られなくなっている
が、一部の支流においては現在も続いている。主な原因は、流域での過度の取水
そして砂漠化の進行。1 億人以上の人口を抱えている黄土高原の農業生産性は低
い。大きな人口を養うため、耕作地を拡大し、痩せて乾燥した土地に過重な負担
を強いる農作は、全体として水収支を悪化させ環境破壊を招く結果に陥っている。
砂漠化の過程は悪循環そのものといえる。森林樹木など地表緑被の喪失が土地
の保水機能を失わせ、土地は固く乾燥したものとなる。そこに降った貴重な雨は
地表に留まることがなく、削った表層の土壌とともに流出してしまう。それがま
た、緑の喪失、砂漠化の進行につながっていくという図式である。地表の保水能
力の低下と、それを補うための水の汲み上げ過剰、それによる蒸発散等で、頼り
の地下水はますます貧していくことになる。断流現象は、まさに地下水位の低下
が眼に見える形で現れたものである。
黄河断流問題を重くみた中国政府は、その後、黄河水利委員会により、地方が
独自に持っていた取水権限を一元化し国家管理する「調水令」を出している。黄
河の水を、流域各省に分配する統一管理に着手したわけである。また、国は、「退
耕還林・退耕還草」（耕作をひかえて、林や草地を取り戻す）というスローガン
を掲げ、各地の環境回復プロジェクトを後押しすることとなった。また、「南水
北調」と銘打った、南部の水量豊富な揚子江等の水を黄河流域へ引くことで北部
地域の水不足解消を目ざすという何本かの大きな導水プロジェクトが構想計画さ
れ、一部では工事も進み、通水を開始している。しかしながら、黄土高原の砂漠
化スピードは想定以上に速いといわれている。
中国黄河流域の地域発展と環境問題を調査する中、私達が沙棘（さじ）に着目
65
し、情報収集を進めるようになったのは、98 年の内蒙古調査である。黄河流域
の砂漠化防止の有力樹種として、沙棘に大いなる関心を持ちつつあるとの話を現
地で聞き、また北京での会議で林業大学等の中国側専門研究者の出席を得て、砂
漠緑化に関する意見交換の機会を持ったのがきっかけである。同年の現地調査に
参加していた日本側植物学研究者（日本大学生物資源学部国際地域研究所）も関
心を強く持ち、その後、沙棘に関して中国と日本の交流は具体的に進んでいった。
2000 年には、中国の研究者（北京林業大学等）を日本に招聘、研究会を行い、
法政大学で開かれたシンポジウムでは、グローバルな水資源問題の視点から、特
に近年における黄河流域の生態環境問題をとりあげ、また日本大学においては、
沙棘の植物学的特性および薬学的可能性について学術交流を深めた。これらを一
つの機とし、当法政大学サイドでは、沙棘のビジネスモデル考案と大手企業への
アプローチおよび連携を模索、日本大学サイド（生薬学研究室）では薬学的分析
等を進めていった。
2000 年前後の時点において、日本での沙棘に対する一般での知名度は殆どゼ
ロといってよく、ごく一部の漢方医薬や健康食品の会社がその効能に眼をつけ、
限られた市場で少量の輸入品等を扱っているに過ぎなかった。沙棘は、黄土高原
ほかユーラシア大陸原産のグミの仲間の多年生潅木で、強い乾燥地環境適応力と
根粒菌による空中窒素固定（窒素肥料の自己生産）能力をもつ植物である。実や
種には薬効があり、唐の時代から使われていたとの文献もある。根はしっかりと
横に強く張り、土壌流出の防止や傾斜地の土砂崩壊に対しても極めて有効である
ことが知られている。
従来の砂漠緑化用樹種としては、主にポプラ類が使われてきた。寒冷乾燥地で
も比較的よく生育し、成長も早い。その点、緑化には欠かせない植物である。た
だ、一方でポプラ類は水の要求量が比較的大きな植物でもある。植え過ぎが地下
水の減少につながるともいわれている。また、木そのものの経済的価値がさほど
高くはないという弱点もある。材は柔らかく用途が限られ、実や種もそれ自体に
特別の価値があるものではない。確かに緑化には役立つため、植林隊に多く利用
されてはいるが、日々の生活に追われる貧しい農民にとって育て甲斐があるかど
うかは今ひとつ疑問が残る樹種である。中国以外の例ではあるが、都市からの植
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林隊が帰った晩に、そっと引き抜いて薪にしてしまっていたという話もあるくら
いである。
緑化は、植林から長期にわたる育成管理まで、多大な労力が必要となる。この
植林と育成管理、なかんずく後者を担うのはまさに地域農民である。問題は、地
域農民にとって、植林や育成管理にどれだけの強いインセンティブが働くかどう
かということである。沙棘の最大の特性は、なんといっても、その有用性、経済
価値の大きさである。小さな橙色の果実はビタミンや滋養分を多量に含み、ジュー
ス、ジャム、化粧品になる。種子は豊富な薬効成分を持ち、特に経済価値が高い。
葉はビタミン、ミネラル、その他各種活性化物質を多いに含みお茶になる。香り
も悪くない。また、潅木本体は、薪炭材や茸原木として使える。背丈 2 ～ 5m 程
度のこの植物は、土地の痩せた砂漠の緑化にはもってこいの樹種である。捨てる
ところのないほど経済価値の高いこの木は、地域農民にも、植え甲斐、育て甲斐
があるものといえる。換言すれば、健康、経済、環境のトリプルウィン構造の地
球環境ビジネスを考える上で格好の材料といってもよい。
沙棘に関する本格的な国際研究は、2003 年秋のベルリンでの第 1 回国際沙棘
協会研究会議以降である。フンボルト大学を会場に開かれたこの会議には、世界
各大陸から研究者や開発関係者が集まり、数日に渡って研究成果が続々と発表さ
れた。私自身も一部出席したが、若い研究者を交えたこの会議の雰囲気は、地球
環境問題解決へ具体的に寄与しようとの強く秘められた情熱が参加者の間に感じ
られるものであった。会議冒頭にはドイツ農業大臣から歓迎の辞がなされるなど、
彼地での沙棘に寄せる期待の大きさも感じられ、また、会場に展示されたドイツ
や北欧、中国など各国の沙棘製品や成分抽出技術などには、開発への意気込みが
強くにじみ出ていた。
私達もまた、日本からの若干の貢献をめざし、沙棘製品開発促進のための基礎
的な情報の提供や、砂漠化防止における製品開発の意義の説明のため、2003 年
および 2007 年に国際食品素材展（於東京ビッグサイト）で、沙棘の特性を正確
に紹介すべく展示およびセミナー発表を行った。同催しには、当時のゼミ生達も
展示ブースに一員として加わり説明の体験をした。彼らの中には、法政大学のチャ
レンジサポート（学生研究資金補助）を受け北京の水利部（水利省）にある沙棘
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研究センターを一緒に訪問したりした者もいた。また、学部のフィールドスタディ
では、何回か黄土高原の沙棘育成基地や製品化工場を訪問して学んだり、沙棘の
植林や実の採取をしたりした。現地で身をもって体験したことから、砂漠化の実
態や防止への努力についての関心を深めた学生は多かった。
沙棘を一つの学習材料として、砂漠化およびその防止の問題を具体的に考える
ことは、地域の環境・経済・社会の問題をシステム的に理解し、また、より有効
な対策を総合的に構想することの格好のモデルでもある。例えば、沙棘利用の食
品、薬品、化粧品などの基礎研究、製品開発、マーケティング、ひいては容器の
デザイン開発に至るまで、そして、全体のビジネスモデル開発が、実は地球環境
改善につながる作業である。そのように幅広く理解することは、環境問題には多
様で立体的な関与や対応の仕方がありうるものだとの柔軟な考え方を養うことに
通じるといえよう。今後わが国あるいは各人がなしうる砂漠化防止など地球環境
問題への、それぞれなりの役割を構想し、積極的に関与していく一つの見方や基
盤にもなるであろう。すなわち、自分からは遠い存在と思っていた砂漠化防止な
ど地球環境問題への対応に、誰もがいろいろな立場で当事者になりうるというこ
とであり、そのような柔軟な意識を若い時に培っておくということも大切であろ
うかと考えられる。（注 3）
この沙棘モデルは、健康および農家所得向上と砂漠化防止を円環状にリンクさ
せたものであるが、同様なトリプルウィン構造をもつものに、地域乳業がある。
乾燥地適応草類による緑化と、牛の投入を通しての有価物としての牛乳への変換
である。この類似モデルは、かつて日本各地にあった地域乳業、すなわち牛が地
域に生える草を食べ糞尿は肥料となり、朝早くリターナル瓶で地域に配達すると
いう小規模乳業である。このようなことを想定し、学部フィールドスタディでも
内蒙古の乳業コンプレックスを見学しに行ったりした。しかし、残念ながら、同
地では巨大な欧米型方式を導入しており、飼料は輸入したトウモロコシ類、製品
は厳重に真空パックされたロングライフ牛乳、搾乳段階から製品段階までロボッ
ト化による無人に近い、雇用に疑問のある工場、非循環型、地域非密着型の大規
模工場の存在が現実の姿であった。技術や機材は米国やヨーロッパの大企業から
の直接導入、資金調達も聞くところによるとウォール街からということであった。
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このような現実を目の当たりにし、学生達と一緒に考え込むのも、一つの実践
型教育である。中国黄土高原における砂漠化の問題は、そこに巨大な人口の農民
が生活しているという事実である。この社会的状況を抜きにして、自然地理の問
題として単純に理解するわけにはいかない。砂漠化防止イコール植林緑化という
図式も、もう少し丁寧にみてみる必要がある。場合によっては植林が地元の住民
のためにならないこともある。緑化隊により砂漠地帯に植えられ青々と育ったポ
プラの木の枝を、私達フィールドスタディでは、汗を流して沢山切り落としたこ
とがある。いわば緑化の逆である。現地に詳しい専門家の説明によると、青々と
茂ったポプラの木は、葉から地下水を空中に蒸発散させてしまうから、それを防
ぐ必要があるということであった。事は簡単ではないことを学生達は学んだ。林
地を切り拓いての耕地拡大や、相当量の地下水の取水は砂漠化拡大の要因ではあ
るが、一方で、日々家族を養わなければいけないという已むにやまれぬ現実も考
える必要がある。皆で現地の貧しい農家の生活を見せてもらって、素肌感覚でそ
のような事情に思いを馳せた場面もあった。環境問題は、地域の経済や生活、社
会も含め様々な面から複眼的に捉えなければ、本当のところは解らないという現
実も、やはり現地に行かないとなかなか見えてこないものである。
（注 3） 沙棘については、「中国黄土高原における砂漠化防止のための沙棘開発」
人間環境論集、9 巻 1 号（2008 年）に詳しい。
地域という現場からの人間環境学
最終講義の後半では、人間環境学への旅と題して、地域との関係で、いつも講
義の初めに話しているいくつかのポイントについて述べさせていただいた。
その一つは、見えないものを見る眼を持つことの大切さである。子どもの描い
た自分の学校の周りの地図と、ほぼ同じ縮尺の市販の住宅地図の二つを提示し、
何がどう違うかをあらためて考えてもらった。人が地域をどのように認識してい
るかということである。子どもにとっては、例えば、友だちと造った秘密基地は
たいへんに重要であり、犬小屋のある場所も常に気になるところで、彼らの地図
にはしっかり描いてある。もちろん、後者の市販地図にはそのようなものは載っ
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ていない。しかし、彼ら子ども達の住んでいる現実の世界は、やはり前者の地図
の中である。場所への感覚は、実は大人もしかりであり、なかんずく老人の感覚
は子ども以上である。極端ともいえる例は、オーストラリアのアボリジニの描い
た地図である。殆どが物語でできており、ここで何々の祭事が行われた、祭事に
やってきた誰々がそこで岩になって立っている、等々である。これは、まさに彼
らの心の中に入ってみないと全く解らないことである。
つまり、地域プランナーは、住民の思いをよく理解してプランニングすること
が大事であるということである。空調の利いた都会のオフィスの机上で市販の地
図を広げて計画を考えるだけでは、住民にとってたいへん重要なものを見落とす
かも知れず、結局はそれを破壊したりしてしまう虞がある。しかし、それら重要
なものはプランナーにはなかなか見えないものである。ここに、地域プランナー
は、住民に寄り添い、よく話を聞くことがまずは大事なこととなる。それ以上に、
住民がプラニングのプロセスに参加することも肝要となる。さらに望むべきは住
民自身がプランナーになることである。等々、将来、学生達が何らかの形で地域
に関与する場合に忘れてはならないことを話させていただいた。（注 4）
二つめは、環境では重要なキーワードとなっている「グローカル」についてで
ある。これは、森の木の例えを使い述べさせていただいた。「木をみて森をみず」
という、局所にこだわって全体を忘れるという格言がある。それはまさにその通
りであるが、一方で、「木を（よく）みれば森がみえる」というのも、今日のフ
ラクタルの理論等によれば真実である。小宇宙の中に大宇宙が含まれているとい
う東洋的な発想である。神は細部に宿る、という西洋人の言葉にも近い。つまり、
一つの木をじっくりみることが大事であり、一つ一つの木々が大切である、とい
う新しいグローカルな見方をあえて皆と確認した。さらに、このグローカルの真
意は、森がみえる、というような認識論ではなく、それを転じて行動的にとらえ
た、「木を動かせば、森が動く」という活動論にある。つまり、これから皆がそ
れぞれの地域で活動するに当たって、身の丈の小さな活動でも、それによって地
域全体や国、ひょっとして世界が変わる可能性がある、くらいの気構えで誇りと
自信をもって積極的に地域での活動に参加し取り組んでいって欲しいという期待
でもある。
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三つめは、「センス・オブ・ワンダー」について。レイチェル・カーソンの同
題名が付けられた本には次のような一節がある。「美しいものを美しいと感じる
感覚、新しいものや未知なものにふれたときの感激、思いやり、憐れみ、賛嘆や
愛情などのさまざまな形の感情がひとたびよびさまされると、次はその対象とな
るものについてもっとよく知りたいと思うようになります。そのようにして見つ
けだした知識は、しっかりと身につきます。」（レイチェル・カーソン『センス・
オブ・ワンダー』、上遠恵子訳、新潮社）
彼女の、全ての子どもに生まれながら備わっている「センス・オブ・ワンダー」
つまり「神秘さや不思議さに眼をみはる感性」をいつまでも失わないでほしいと
いう願いは、私達、人間環境学部の学生、卒業生、教員みなに与えられた言葉で
もあると思う。そしてそれはフィールドスタディの精神でもある。人間環境学部
のサステイナブル教育（ESD）は、①実践的に学ぶ、②共に学ぶ、③学際的な「知」
の獲得、の 3 本柱で構成され、それらが円環スパイラル状に発展する図式となっ
ている。これは、見方を変えるとイノベーション・プロセスである。経験共有に
よる暗黙知が、言語表現により形式知に転換し、知の連結を経て新しい知の創造
に発展、そしてそれがまた、現場実践の中で主体経験により次の暗黙知として内
面化、それが共同化され経験共有による新しい暗黙知となり、スパイラル状にイ
ノベーション・プロセスを進むという、「SECI モデル」（提唱、野中郁次郎一橋
大学名誉教授）そのものでもある。
人間環境学部のフィールドスタディを活用した教育プロセスとして言い換えれ
ば、次のようになる。①地域フィールドスタディ等による現場学習により全身で
体験し感じたこと（いわば「センス・オブ・ワンダー」）が、②レポートや論文
作成などにより皆が理解し共有できる知識（いわば、知への相対化による知識化）
となり、③研究会等で異なった見方や様々な考えを持ち寄っての議論の中で新し
い発見や工夫（いわば、知の新結合）が生まれ、④得られた新結合の知をもって
の次の実践・行動・体験により、さらに深く体験し感じるものを獲得する、そし
てまた、次につながっていくというイノベーティブなプロセスと考えることもで
きよう。
まさに、人間環境学部のフィールドスタディを柱とした教育と研究は、法政大
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学憲章に謳う「自由を生き抜く実践知」そのものであり、「進取の気象」をもっ
て社会の課題解決につながる「実践知」を創出し続け、持続可能な社会の未来に
貢献する、という法政大学の目指す方向を率先し実践しているといってよいかも
しれないのである。
また、このようなフィールドスタディ型の教育プロセスを小循環とみなせば、
一方で、現場の感覚を身に体した社会人が、大学や大学院に再入学し、それら身
体化している体験等を知識化・体系化し、さまざまな学生や教員との議論・研究
の中で、新しい次の知識を創造・獲得し、それを持って再び現場に戻っていくと
いう、いわゆるセカンドステージのリカレント教育プロセスは、イノベーション
の大循環ともみなしうるものである。振り返ってみれば、人間環境学部は設立当
初から、そのような大循環の新結合の創造プロセスも備えた、先駆的でイノベー
ティブな学部であると誇ってしかるべきであろう。
（注 4） 地人関係の理解への姿勢等については、「地元・郷土研究への誘い」人間
環境論集、17 巻 2 号（2017 年）を参照されたい。
地域研究への志と歩いた道
最終講義を閉じるに当たって、学生たち後進の参考のために、自己反省も込め
て私の小さな歩みを恥ずかしながら紹介した。
私が、なんとなく地域研究に興味を持つきっかけとなったのは、高校時代のア
マチュア無線、そして、大学時代のワンダーフォーゲル部であった。昭和 30 年
代末、部品を集めて自作した真空管送信機による全国各地との交信は自分でも感
激的であった。電波の届いた距離と地域に思いを馳せ、地図をチェックした。各
地の市や町の名前を散発的ではあるが覚えたのもその頃であった。昭和 40 年代、
大学生になっての山歩きと里歩き、全国各地を渡り鳥よろしく積極的に歩き回り
身体感覚で知ることができた。高度成長の始まる前の地域色がどこでもまだ色濃
く残っていた時代である。地域の違いを知るおもしろさに無意識のうちに目覚め
ていったと思う。
勉学では、オペレーションズリサーチ研究の泰斗であった故松田武彦教授（元
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東京工業大学学長）のもとで学ぶなか出会った一般システム理論、なかんずく適
応システムという自己と環境の関係構造に興味を持ち、その社会工学的適用等に
ついて若干の研鑽に励んだ。
その後、現実社会を知りたいとの思いが強く、地域開発、都市開発、産業開発
を柱とする政府系金融機関での実務に就くことを選んだ。銀行業務の下積みも
あったが、幸い多くの期間は、地域の産業経済調査や地域開発プロジェクトの企
画調査業務に従事することができた。機関の性格から比較的自由に全国各地を廻
り、途上国関連機関やシンクタンクへの派遣時などにはアジアをはじめとする多
様な地域にも可能な限り足を運んだ。例えば、米国シンクタンクに研究員として
年間在籍していたときは、都市構造調査と称し全 50 州を修行僧のごとく踏破、
見聞し、モザイク状とも言える米国の地域事情を皮膚感覚で理解したこともあり、
その後たいへんに役に立った。調査研究部門や関連外部研究所では、自治体や省
庁、公的機関からの委託研究や共同研究も大小様々あり、地域関係を中心に積極
的に関与することにしていた。また、地方（北陸、九州、中国）への転勤の機会
には、地元の方々と交わりじっくりと地域事情を観察し理解することもできた。
そのような中で漠然と結論的に思いつつあったことの一つは、国の豊かさや持
続可能性といえども、地域における人びとの生活規模での微妙なエコシステムの
維持発展が基礎になっているのではないかということであった。いわば、かつて
近世から近代初期まで日本が長い時間をかけて構築してきた地域経済のような、
各地域の風土的個性を背景にした多様で生き生きとした日常生活スタイルや、自
律性を持った地域社会の新しい再構築という課題の重要性である。1980 年代か
ら世界の各地で髣髴として沸き起こってきたサステイナブルな都市や地域をめざ
すムーブメントも感じる中で、人と自然の関係を中心とした地域におけるサステ
イナブル・コミュニティの構築というテーマに強い関心を持つことになった。当
時、いち早く 70 年代後半からこのいわゆる内発的地域主義に先鞭を付けていた
一人が法政大学の清成忠男教授（第 16 代総長）であった。
縁あって、法政大学の人間環境学部創設に当たりメンバーに加えていただき、
同テーマの研鑽と教育実践をさせていただく機会を授かることとなった。開設前
2 年間、学部設置準備委員長だった堀内行蔵教授（初代学部長）の下で詳細にわ
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たる計画作りを見習いつつ、1999 年 4 月の開設を待った。当時は、首都圏への
集中防止を目的とした工場等制限法が存在しており、東京都区部での大学の定員
拡大が実質的に規制されていた時代である。そのため、それまでの夜間部〈二部〉
の定員を主に使う形での昼夜土日開講制をとり、一方で、都心という有利な立地
を生かした、社会人のリカレント教育を本格的にとりいれた新学部となった。そ
の後、しばらくして同制限法は廃止となり、また、社会人を取り巻く環境の変化
もあり、現在のような形態に変わってきているが、当初数年間は社会人の割合が
とても高く、日本では型破りの新学部（創設 2 年目時点での在籍社会人学生は約
25％）であった。
このような雰囲気の下、私自身は、学部では、地域形成論、地域経済論、都市
環境論の授業を当初より担当し、ゼミでは都心の立地を最大限に活用し都市型
フィールドテーマ研究を常にさせていただいた。学部横断的な部分では、地域研
究センター、エコ地域デザイン研究センターに加わり活動をすることもできた。
また、教員生活の途中、延べ 2 年間のサバティカルも与えられ、英国の大学では
EU 各国からのサステイナブル・シティ研究者が集まる研究センターに机を置き、
様々な都市研究のテーマに身近な形で接するという貴重な経験をし、また、それ
ぞれ数ヶ月間滞在したトルコと中国の大学では、現地教員および同学生と一緒に、
地方都市や地域産業のフィールド調査に参加する体験も得た。
授業の休講ゼロなど健康面等には恵まれていたものの凡愚で、大学や学部への
特段の大きな貢献もなく申し訳ない限りであるが、素晴らしい教育研究環境と、
心温かな学部教員同僚、親切な学部事務の方々に囲まれ、任期を一応全うするこ
とができ感謝に耐えない。学生、卒業生の皆さんと共に学ぶことのできた法政大
学人間環境学部の将来に栄光あれと申し上げつつ、最終講義を終えさせていただ
き、この概要録の筆も置くこととなった。ありがとうございました。
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